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は
じ
め
に

日
本
女
子
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
蔵
『
安
永
四
年
八
月
十
五
夜
会
』（
写

本
。
以
下
、『
安
永
四
年
夜
会
』
と
す
る
。）
は
、
安
永
四
（
一
七
七
五
）
年
八

月
十
五
日
に
仙
台
藩
第
七
代
藩
主
伊
達
重
村
が
主
催
し
た
歌
会
の
記
録
で
あ
る
。

重
村
は
、
祖
父
吉
村
や
父
宗
村
の
影
響
も
あ
り
、
学
問
文
事
を
好
ん
だ
こ
と
で

知
ら
れ
る
。
福
井
久
蔵
氏
に
よ
れ
ば
、
近
衛
関
白
白
前
・
日
野
資
枝
・
柳
原
光

綱
・
冷
泉
為
村
ら
に
点
を
請
い
、「
土
井
利
徳
・
青
木
一
貫
・
酒
井
忠
以
・
松

平
康
致
・
伊
達
村
候
の
諸
侯
幷
に
藩
士
大
内
義
門
田
邊
希
文
等
の
唱
和
多
」
と

い
う⑴
。

本
稿
は
、『
安
永
四
年
夜
会
』
を
翻
刻
す
る
と
と
も
に
、
出
詠
者
や
そ
の
和

歌
を
取
り
上
げ
、
重
村
の
文
芸
活
動
の
一
端
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

一　

書
誌
情
報
と
翻
刻

ま
ず
書
誌
情
報
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

写
本
、
原
表
紙
、
香
色
、
外
題
な
し
、
一
冊
、
巻
首
題
「
安
永
四
年
八
月

十
五
夜
會
」、
紙
数
十
一
丁
、
二
十
四
・
三
糎
×
十
七
・
二
糎
、
七
行
書
、

蔵
書
印
、
裏
表
紙
の
左
下
に
「
那
須
郡
烏
山
町
／
宇
多
遠
五
郎
／
宇
多
遠

五
郎
／
代
書
人
世
多
恒
志
」、
右
上
段
に
も
、
上
下
反
転
し
た
形
で
「
那

須
郡
烏
山
町
／
宇
多
遠
五
郎
／
代
書
人
世
多
恒
志
」
と
あ
る
。

翻
刻
は
、
以
下
の
よ
う
に
行
っ
た
。

・
私
に
歌
番
号
を
付
け
、
清
濁
を
区
別
し
た
。

・
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。

・
書
き
込
み
は
、（　

）
で
括
っ
て
記
し
た
。

【
翻
刻
】

安
永
四
年
八
月
十
五
夜
会

　
　

秋
月
自
澄
江

	
	

左
中
将
重
村

１　

浪
も
今
宵
月
の
こ
ほ
り
に
と
ぢ
ら
れ
て

　
　

よ
る
と
も
見
え
じ
難
波
江
の
秋

	
	

下
総
守
坂
上
村
隆

２　

こ
と
う
ら
の
詠
も
あ
れ
ど
難
波
江
や

　
　

こ
ゝ
ぞ
秋
な
る
月
の
く
ま
な
さ

	
	

伊
勢
守
源
康
道

３　

あ
か
す
ら
む
影
も
今
宵
は
名
に
は
れ
て

　
　

波
路
く
ま
な
く
す
み
の
江
の
月

日
本
女
子
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
蔵 

　
　『
安
永
四
年
八
月
十
五
夜
会
』
翻
刻
と
紹
介

壬
　
　
生
　
　
里
　
　
巳



― ―90

	
	

（
平
賀
蔵
人
）
源
義
雅

４　

す
め
る
夜
の
月
影
う
つ
す
難
波
江
や

　
　

藻
に
埋
も
れ
ぬ
玉
と
見
る
ま
で

	
	

（
遠
藤
兵
馬
）
藤
原
保
孝

５　

秋
と
い
へ
ば
入
江
の
み
づ
の
こ
ゝ
ろ
に
も

　
　

ま
か
せ
て
す
め
る
月
の
さ
や
け
さ

	
	

（
志
賀
孫
之
丞
）
源
時
氏

６　

雲
霧
は
空
に
つ
く
し
て
住
の
江
の

　
　

な
み
も
し
づ
か
に
照
す
月
か
げ

	
	

（
山
田
）
松
林

７　

秋
風
に
な
み
の
う
す
霧
吹
は
れ
て

　
　

そ
ら
も
く
ま
な
く
住
の
江
の
月

	
	

（
小
野
寺
）
格
安

８　

と
こ
ろ
が
ら
こ
ゝ
ろ
あ
は
せ
て
影
う
つ
る

　
　

月
の
ひ
か
り
も
す
み
の
え
の
秋

	
	

（
嶋
津
権
五
郎
）
源
定
義

９　

難
波
江
や
あ
し
の
葉
そ
よ
ぐ
浦
風
に

　
　

ゆ
ふ
霧
は
れ
て
月
や
す
む
ら
ん

	
	

（
堀
越
兵
馬
）
藤
原
親
盈

10　

秋
に
す
む
月
の
光
り
の
清
け
れ
ば

　
　

玉
江
の
波
の
よ
る
と
し
も
な
き

	
	

（
茂
木
弘
見
）
源
義
明

11　

夕
附
日
い
り
江
の
波
に
影
と
め
て

　
　

よ
る
と
も
わ
か
ぬ
月
や
す
む
ら
ん

	
	

（
熊
沢
小
源
太
）
紀
定
安

12　

芦
の
葉
の
つ
ゆ
の
玉
江
に
波
風
の

　
　

お
と
も
し
づ
か
に
す
め
る
月
か
げ

	
	

（
長
江
甚
三
郎
）
藤
原
孝
善

13　

く
も
ら
じ
な
み
が
く
玉
江
に
夜
も
す
が
ら

　
　

光
り
を
そ
へ
て
す
め
る
月
か
げ

	
	

（
玉
虫
十
蔵
）
平
尚
茂

14　

岸
に
生
ふ
る
松
な
ら
ね
ど
も
名
に
し
お
ふ

　
　

ひ
か
り
は
い
く
せ
住
の
江
の
月

	
	

（
入
江
権
太
夫
）
藤
原
清
昌

15　

江
を
ひ
ろ
み
さ
は
る
梢
も
浪
の
上
に

　
　

す
む
影
き
よ
し
秋
の
夜
の
月

	
	

（
大
内
喜
四
郎
）
多
々
良
直
繁

16　

夕
し
ほ
の
さ
す
が
ま
た
る
ゝ
難
波
江
の

　
　

み
ち
ぬ
る
浪
に
す
め
る
月
影

　
　
　
　

同
夜
当
座

	
	

秋
山　
　
　
　
　
　
　

重
村

17　

雲
と
見
し
春
も
あ
れ
ど
も
か
ら
に
し
き

　
　

を
り
は
ふ
山
ぞ
た
ち
ま
さ
り
ぬ
る

	
	

秋
岡　
　
　
　
　
　
　

親
盈

18　

は
る
ご
と
の
詠
め
あ
れ
ど
も
秋
ふ
か
き

　
　

露
に
八
し
ほ
の
岡
の
も
み
ぢ
葉

	
	

秋
野　
　
　
　
　
　
　

義
雅

19　

あ
か
ず
見
む
秋
の
千
種
の
い
ろ
〳
〵
に

　
　

咲
そ
ふ
野
辺
の
は
な
の
夕
ば
へ

	
	

秋
草　
　
　
　
　
　
　

尚
茂
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20　

大
方
の
花
を
も
云
は
じ
こ
れ
ぞ
こ
の

　
　

ち
く
さ
の
露
の
盛
り
ひ
さ
し
き

	
	

秋
木　
　
　
　
　
　
　

義
明

21　

千
々
の
秋
も
君
ぞ
見
る
べ
き
露
霜
に

　
　

そ
ま
ぬ
軒
場
の
松
の
み
ど
り
を

	
	

秋
鳥　
　
　
　
　
　
　

保
孝

22　

聞
も
う
し
野
沢
の
霧
の
夕
暮
に

　
　

も
の
お
も
わ
す
る
鴫
の
羽
か
き

	
	

秋
虫　
　
　
　
　
　
　

定
義

23　

夜
と
共
に
た
ゆ
み
も
は
て
ず
誰
た
め
に

　
　

は
た
織
む
し
の
音
に
た
つ
ら
ん

	
	

秋
恋　
　
　
　
　
　
　

定
安

24　

む
す
ぶ
て
ふ
草
葉
の
露
は
稲
妻
の

　
　

ひ
か
り
か
よ
は
す
契
り
だ
に
あ
れ

	
	

秋
夢　
　
　
　
　
　
　

格
安

25　

古
郷
を
し
の
ぶ
ま
く
ら
に
お
も
ひ
寝
の

　
　

み
し
も
は
て
な
き
秋
の
夜
の
夢

	
	

秋
祝　
　
　
　
　
　
　

格
安

26　

か
げ
さ
ゆ
る
月
の
か
つ
ら
に
君
が
代
の

　
　

く
も
ら
ぬ
秋
を
そ
ら
に
仰
が
む

	
	

講
師　
　
　
　
　
　
　

義
明

	
	

奉
行　
　
　
　
　
　
　

親
盈

27　

い
ろ
〳
〵
に
な
く
て
ふ
む
し
の
声
な
く
ば

　
　

霜
と
や
見
ま
し
月
の
さ
や
け
さ

	
	

源
時
氏

28　

世
の
う
き
の
お
も
ひ
は
よ
そ
に
曇
な
く

　
　

月
し
づ
か
な
る
夜
半
の
虫
の
音

	
	

松
林

29　

長
月
の
く
ま
な
き
影
に
あ
こ
が
れ
て

　
　

ふ
り
は
へ
出
る
鈴
む
し
の
こ
ゑ

	
	

格
安

30　

露
わ
け
て
月
の
み
や
ど
る
浅
茅
生
の

　
　

そ
こ
に
や
た
れ
を
ま
つ
虫
の
声

	
	

源
定
義

31　

澄
月
の
露
を
た
づ
ぬ
る
し
た
草
に

　
　

を
の
れ
あ
る
じ
と
松
む
し
の
な
く

	
	

藤
原
親
盈

32　

め
で
あ
か
ぬ
心
し
ら
れ
て
虫
の
音
も

　
　

共
に
さ
へ
ゆ
く
長
月
の
か
げ

	
	

源
義
明

33　

月
に
ふ
く
風
の
梢
の
闇
の
み

　
　

あ
き
と
な
き
し
ぞ
む
し
の
声
々

	
	

紀
定
安

34　

く
も
り
な
き
月
に
は
あ
か
で
更
る
夜
も

　
　

誰
と
へ
と
て
か
ま
つ
む
し
の
声

	
	

藤
原
孝
善

35　

問
ば
や
な
人
ま
つ
虫
の
声
そ
へ
て

　
　

あ
か
ぬ
今
宵
の
月
の
光
り
は

	
	

平
尚
茂

36　

秋
野
ゝ
の
葉
の
露
の
月
影
に
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や
ど
り
あ
ら
そ
ふ
む
し
の
声
々

	
	

藤
原
清
昌

37　

誰
か
た
へ
月
よ
み
し
と
は
つ
げ
ぬ
ら
ん

　
　

こ
て
ふ
に
似
た
り
松
む
し
の
声

	
	

多
々
良
直
繁

38　

や
ど
し
つ
る
露
の
葉
草
の
ね
も
こ
ろ
に

　
　

月
を
こ
と
と
ふ
む
し
の
声
々

　
　
　
　

同
夜
同
座

	

十
三
（
夜
）
月	
義
明

39　

晴
に
け
り
ひ
と
よ
ば
か
り
か
な
み
な
ら
ぬ

　
　

月
を
ふ
た
み
か
う
ら
み
な
き
ま
で

	

見
月	

義
雅

40　

君
が
世
の
く
も
ら
ぬ
影
や
う
つ
し
み
む

　
　

ひ
か
り
ま
す
み
の
月
の
鏡
に

	

松
間
月	

定
義

41　

峯
た
か
み
は
る
か
に
た
ち
し
山
松
の

　
　

こ
の
ま
を
つ
と
ふ
月
の
さ
や
け
さ

	

草
露
月	

格
安

42　

見
よ
や
い
ま
千
種
の
花
の
さ
ま
〴
〵
に

　
　

つ
ゆ
も
い
ろ
わ
く
月
の
さ
や
け
さ

	

菊
籬
月	

保
孝

43　

咲
つ
ゞ
く
籬
の
菊
の
露
ご
と
に

　
　

や
ど
れ
ば
月
の
か
げ
も
匂
へ
る

	

都
月	

清
昌

44　

く
も
り
な
き
月
の
桂
の
光
り
こ
そ

　
　

花
の
都
の
名
に
し
お
ふ
ら
め

	

峯
上
月	

定
安

45　

秋
は
ま
つ
木
々
の
梢
の
色
よ
り
や

　
　

ひ
か
り
て
り
そ
ふ
嶺
の
月
か
げ

	

野
月	

尚
茂

46　

見
渡
せ
ば
い
づ
く
を
空
の
は
て
と
だ
に

　
　

月
に
わ
か
た
ぬ
武
蔵
野
の
原

	

河
月	

定
義

47　

澄
の
ぼ
る
月
も
今
宵
は
名
取
川

　
　

や
な
瀬
の
魚
の
か
づ
も
わ
か
れ
て

	

寄
月
祝	

重
村

48　

唐
人
の
か
く
と
は
し
ら
じ
治
れ
る

　
　

よ
を
長
月
の
月
の
光
り
は

	

講
師	

定
義

	

奉
行	

孝
善

二　
『
安
永
四
年
夜
会
』
の
出
詠
者
に
つ
い
て

安
永
四
年
八
月
十
五
夜
会
の
出
詠
者
は
、
次
に
挙
げ
る
総
勢
十
六
名
で
あ
る
。

な
お
、『
安
永
四
年
夜
会
』
で
の
表
記
は
［　

］
で
示
し
、（　
　

）
内
の
数
字

は
、『
安
永
四
年
夜
会
』
で
の
出
詠
歌
数
を
表
す
。

伊
達
重
村
（
３
）、
田
村
［
坂
上
］
村
隆
（
１
）、
松
平
［
源
］
康
道
（
１
）、

平
賀
［
源
］
義
雅
（
３
）、
遠
藤
［
藤
原
］
保
孝
（
３
）、
志
賀
［
源
］
時

氏
（
２
）、
山
田
松
林
（
２
）、
小
野
寺
格
安
（
５
）、
島
津
［
源
］
定
義

（
５
）、
堀
越
［
藤
原
］
親
盈
（
３
）、
茂
木
［
源
］
義
明
（
４
）、
熊
沢
［
紀
］
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定
安
（
４
）、
長
江
［
藤
原
］
孝
善
（
２
）、
玉
蟲
［
平
］
尚
茂
（
４
）、

入
江
［
藤
原
］
清
昌
（
３
）、
大
内
［
多
々
良
］
直
繁
（
２
）

坂
上
村
隆
は
、
一
関
藩
四
代
藩
主
。
仙
台
藩
五
代
藩
主
伊
達
吉
村
の
五
男
で
、

重
村
の
叔
父
に
あ
た
り
、
六
代
藩
主
宗
村
の
逝
去
に
伴
い
、
十
五
歳
の
重
村
が

藩
主
と
な
る
に
あ
た
っ
て
、
実
質
上
の
後
見
人
の
役
割
を
果
た
し
た
人
物
で
あ

る
。
松
平
康
道
は
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
六
に
、「
安
永
三
年
十
二
月
十
八
日

従
五
位
下
伊
勢
守
に
叙
任
す
」
と
あ
る
。
彼
ら
を
除
く
、
十
一
名
が
仙
台
藩
の

家
臣
た
ち
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
平
賀
義
雅
は
後
の
天
明
五
（
一
七
八
五
）
年
に
仙
台
藩
奉
行
と

な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
義
雅
は
、
志
賀
時
氏
と
と
も
に
祖
父
吉
村
時
代
か
ら
の

家
臣
で
、
和
歌
を
善
く
し
た
と
い
う
。『
仙
台
人
名
大
辞
書
』
で
は
、
堀
越
親
盈
、

茂
木
義
明
、
入
江
清
昌
を
歌
人
と
立
項
す
る
。
山
田
松
林
、
小
野
田
格
安
は
と

も
に
医
者
で
あ
る
。
松
林
は
明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
に
番
医
近
習
と
な
り
、

安
永
七
年
に
一
〇
〇
石
の
禄
を
得
た
こ
と
、
格
安
は
、
京
都
の
浅
井
氏
に
医
術

を
学
び
、
藩
医
を
務
め
た
こ
と
が
記
録
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
彼
ら
と
重
村
と
の
関
係
を
考
え
る
た
め
、
重
村
が
主
催
し
た
歌

会
へ
の
参
加
状
況
を
見
て
い
き
た
い
。
今
回
、
重
村
が
主
催
し
た
歌
会
の
記
録

と
し
て
確
認
で
き
た
も
の
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
明
和
二
年
正
月
九
日
會
始
（
宮
城
県
立
図
書
館
伊
達
文
庫
・
国
文
学
研
究

資
料
館
マ
イ
ク
ロ
）

②
明
和
三
年
八
月
一
五
夜
御
會
（
宮
城
県
立
図
書
館
伊
達
文
庫
・
国
文
学
研

究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
）

③
明
和
四
年
正
月
九
日
御
會
始
（
宮
城
県
立
図
書
館
伊
達
文
庫
・
国
文
学
研

究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
）

④
明
和
五
年
九
月
十
三
夜
會
（
宮
城
県
立
図
書
館
伊
達
文
庫
・
国
文
学
研
究

資
料
館
マ
イ
ク
ロ
）

⑤
六
十
賀
後
宴
詩
歌
留
［
内
題
「
安
永
三
年
朔
日
六
十
賀
後
宴
和
歌
」］（
斎

藤
報
恩
会
・
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
）

⑥
安
永
八
年
十
月
廿
八
日　

月
次
会
兼
題
／
安
永
八
年
十
月
廿
八
日　

当
座

（
日
本
女
子
大
学
日
本
文
学
科
蔵
）

⑦
仙
府
侯
名
月
御
会
（
内
題
「
天
明
六
年
八
月
十
五
夜
会
」）（
仙
台
市
民
図

書
館
・
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
）

こ
れ
ら
の
歌
集
に
『
安
永
四
年
夜
会
』
の
出
詠
者
の
歌
が
記
録
さ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
を
ま
と
め
た
の
が
【
表
１
】
で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
、
明
和
～
安
永

期
に
か
け
て
志
賀
時
氏
、
島
津
定
義
、
堀
越
親
盈
、
茂
木
義
明
が
ほ
ぼ
す
べ
て

の
歌
会
に
出
詠
す
る
。『
仙
台
人
名
大
辞
書
』
に
よ
れ
ば
、
定
義
の
碑
文
に
「
始

め
書
役
を
以
て
進
み
、
尋
で
小
姓
よ
り
近
習
に
遷
り
…
…
書
及
び
兵
学
を
究
め
、

旁
ら
和
歌
典
礼
学
故
に
通
ず
」
と
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
定
義
は
義
明
と
と
も

に
歌
会
で
何
度
も
「
講
師
」
を
務
め
て
い
る
。「
講
師
」
に
は
、
歌
会
で
料
紙

に
書
か
れ
た
和
歌
及
び
題
・
作
者
の
読
み
上
げ
を
行
う
役
目
が
あ
る
が
、
出
席

者
の
中
で
は
比
較
的
身
分
の
低
い
、
和
歌
の
知
識
を
持
つ
者
が
選
出
さ
れ
た
と

い
う⑵
。「
奉
行
」
は
、
歌
会
の
取
り
ま
と
め
を
行
う
者
を
指
す
。
ち
な
み
に
、

安
永
八
年
十
月
の
歌
会
は
、
田
村
村
隆
、
越
後
藩
主
牧
野
忠
清
、
廣
通
（
石
乃

平
蔵
）、
橘
千
蔭
と
い
っ
た
名
士
た
ち
を
招
い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る⑶
が
、

定
義
、
親
盈
、
義
明
、
清
昌
が
参
加
し
て
い
た
こ
と
は
、
彼
ら
が
重
村
文
化
圏

の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

と
こ
ろ
で
安
永
三
、
四
年
の
歌
会
に
参
加
し
て
い
る
玉
蟲
尚
茂
は
、
明
和
六

（
一
七
六
九
）
年
二
十
五
歳
の
と
き
に
、
仙
台
藩
儒
田
辺
希
文
が
藩
命
で
編
纂
し

た
地
誌
『
封
内
風
土
記
』
を
清
書
し
、
翌
年
『
伊
達
世
臣
家
譜
』
の
編
集
、『
伊
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達
累
世
記
録
』
の
考
証
に
携
わ
っ
て
い
る
が
、
安
永
四
年
に
正
式
に
小
姓
組
に

入
っ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
Ｊ
．
Ｆ
．
モ
リ
ス
氏
に
よ
れ
ば
「
地
誌
・
藩
史
編

纂
作
業
へ
の
参
加
は
、
そ
の
中
で
の
配
属
転
換
が
多
い
上
、
一
年
半
ぐ
ら
い
と

い
う
比
較
的
短
期
間
で
終
了
す
る
」
も
の
で
あ
っ
て
、
安
永
九
年
六
月
に
評
定

所
役
人
に
任
命
さ
れ
る
ま
で
は
大
し
た
役
職
に
就
い
て
い
な
い
と
指
摘
す
る⑷
。

そ
の
よ
う
な
尚
茂
が
重
村
の
歌
会
に
参
加
し
た
こ
と
は
、
重
村
文
化
圏
が
広
く

藩
士
た
ち
に
開
か
れ
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
も
う

少
し
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

三　
『
安
永
四
年
夜
会
』
の
構
成
と
詠
法
に
つ
い
て

『
安
永
四
年
夜
会
』
は
、「
秋
月
自
澄
江
」
に
始
ま
り
、「
同
夜
当
座
」
と
し
て
、

ま
ず
十
七
番
歌
か
ら
二
十
六
番
歌
ま
で
が
「
秋
山
」「
秋
野
」
な
ど
と
「
秋
」

に
ち
な
む
題
、
次
い
で
二
十
七
番
歌
か
ら
の
題
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
月
と

虫
を
題
材
と
す
る
も
の
、
三
十
九
番
歌
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
「
月
」
の
題
が
続

き
、
四
十
八
番
歌
「
寄
月
祝
」
の
重
村
の
歌
で
結
ぶ
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い

る
。た

と
え
ば
、「
秋
月
自
澄
江⑸
」
で
は
、
歌
題
の
「
澄
江
」
と
い
う
語
か
ら
「
澄

【
表
１
】
重
村
主
催
歌
会
と
『
安
永
四
年
夜
会
』
出
詠
者

①
明
和
二
年

②
明
和
三
年

③
明
和
四
年

④
明
和
五
年

⑤
安
永
三
年

安
永
四
年

⑥
安
永
八
年

⑦
天
明
六
年

伊
達
重
村

田
村
村
隆

松
平
康
道

平
賀
義
雅

遠
藤
保
孝

志
賀
時
氏

松
林

格
安

島
津
定
義

堀
越
親
盈

茂
木
義
明

熊
沢
定
安

長
江
孝
善

玉
蟲
尚
茂

入
江
清
昌

大
内
直
繁

〇〇〇
（
下
講
師
）

〇〇〇
（
講
師
）

〇
（
奉
行
）

〇〇〇
（
講
師
）

〇〇

〇〇〇〇〇〇
（
講
師
）

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇
（
講
師
）

〇
（
奉
行
）

〇
（
講
師
）

〇〇
（
奉
行
）

〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇
（
講
師
）

〇〇
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（
む
）」
に
「
住
の
江
」
と
い
う
地
名
を
掛
け
た
り
、
風
に
吹
き
払
わ
れ
は
っ
き

り
表
れ
た
月
の
光
を
「
く
ま
な
し
」「
さ
や
け
し
」
と
表
現
し
、
月
に
照
ら
さ

れ
た
美
し
い
入
り
江
の
情
景
を
描
い
た
歌
が
多
い
。

７　

秋
風
に
な
み
の
う
す
霧
吹
き
は
れ
て
そ
ら
も
く
ま
な
く
住
の
江
の
月

�

（
松
林
）

９　

難
波
江
や
あ
し
の
葉
そ
よ
ぐ
浦
風
に
ゆ
ふ
霧
は
れ
て
月
や
す
む
ら
ん

�

（
島
津
定
義
）

ど
ち
ら
の
歌
も
、
秋
風
に
よ
っ
て
薄
霧
が
吹
き
は
ら
わ
れ
て
、
そ
こ
に
出
た

月
の
美
し
さ
を
讃
え
る
内
容
で
あ
る
。
７
は
、「
住
の
江
の
月
」
に
地
名
「
住

の
江
」
と
「
澄
み
」
を
掛
け
る
。
９
で
は
、「
浦
風
に
ゆ
ふ
霧
は
れ
て
」
と
月

が
澄
ん
だ
理
由
を
説
明
す
る
。

ま
た
、
十
六
首
中
五
首
で
「
難
波
江
」
の
情
景
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

１　

浪
も
今
宵
月
の
こ
ほ
り
に
と
ぢ
ら
れ
て
よ
る
と
も
見
え
じ
難
波
江
の
秋

�

（
伊
達
重
村
）

２　

こ
と
う
ら
の
詠
も
あ
れ
ど
難
波
江
や
こ
ゝ
ぞ
秋
な
る
月
の
く
ま
な
さ

�
（
田
村
村
隆
）

４　

す
め
る
夜
の
月
影
う
つ
す
難
波
江
や
藻
に
埋
も
れ
ぬ
玉
と
見
る
ま
で

�

（
平
賀
義
雅
）

１
の
「
月
の
こ
ほ
り
」
は
、
澄
ん
で
い
て
氷
の
よ
う
に
見
え
る
月
。
こ
こ
で
は

波
が
「
こ
ほ
り
に
と
ぢ
ら
れ
」
た
か
の
よ
う
に
寄
せ
る
こ
と
も
な
く
、
海
面
に

は
っ
き
り
と
月
影
が
映
っ
て
い
る
さ
ま
に
よ
っ
て
、
歌
題
の
、
澄
ん
だ
入
江
の

光
景
と
し
て
描
き
出
す
。
２
「
こ
と
う
ら
」
は
、
他
の
浦
。「
わ
す
れ
じ
な
難

波
の
秋
の
よ
は
の
そ
ら
こ
と
浦
に
す
む
月
は
み
る
と
も
」（
新
古
今
和
歌
集
・

巻
四
・
秋
上
・
四
〇
〇
・
宜
秋
門
院
丹
後
）
が
あ
る
。
難
波
江
の
秋
の
月
の
美

し
さ
を
讃
え
る
。
４
は
、「
な
に
は
え
の
も
に
う
づ
も
る
る
玉
が
し
は
あ
ら
は

れ
て
だ
に
人
を
こ
ひ
ば
や
」（
千
載
和
歌
集
・
巻
十
一
・
恋
一
・
六
四
一
・
源

俊
頼
）
と
詠
ま
れ
た
よ
う
に
、
難
波
江
の
藻
に
埋
も
れ
た
石
を
月
に
見
立
て
、

海
辺
の
静
か
な
情
景
を
描
く
。

こ
の
よ
う
に
「
秋
月
自
澄
江
」
と
い
う
歌
題
で
は
、「
澄
江
」
か
ら
連
想
さ

れ
る
静
か
な
入
江
を
ど
の
よ
う
に
描
く
か
と
い
う
点
に
重
き
を
置
い
た
詠
み
ぶ

り
と
な
っ
て
い
る
。

結
び
に

最
後
に
、
安
永
四
年
八
月
十
五
夜
会
は
、
安
永
八
年
に
各
界
の
名
士
を
呼
ん

で
興
行
さ
れ
た
、
い
わ
ば
大
名
家
の
歌
会
と
は
異
な
り
、
そ
の
多
く
は
無
名
に

等
し
い
藩
士
た
ち
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
点
で
は
、
重
村
と
仙
台
藩
士
た
ち
と

の
私
的
な
会
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
会
に
参
加
し
た
玉
蟲
尚

茂
は
、
の
ち
に
評
定
所
役
人
、
町
奉
行
所
仮
役
、
目
付
使
番
、
伊
達
領
地
郡
代
、

郡
奉
行
な
ど
を
歴
任
す
る
活
躍
を
見
せ
、
特
に
、
天
明
の
飢
饉
の
際
に
は
藩
に

上
申
し
た
『
仁
政
篇
』
は
、
す
ぐ
れ
た
藩
政
改
革
論
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
ま

た
、
入
江
清
昌
も
、
寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
に
重
村
の
近
侍
と
な
り
、『
伊

達
治
家
記
録
』
や
重
村
の
歌
集
『
掬
月
集
』
の
編
纂
に
携
わ
っ
て
い
る
（
世
臣

家
譜
・
世
臣
家
譜
続
編
）。
こ
の
よ
う
な
人
材
を
輩
出
す
る
場
と
な
っ
た
重
村

主
催
の
歌
会
に
着
目
す
る
こ
と
は
、
彼
の
学
問
奨
励
政
策
の
成
果
を
知
る
う
え

で
も
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。

な
お
、『
安
永
四
年
八
月
十
五
日
夜
会
』
以
外
の
和
歌
の
引
用
は
、『
新
編
国

歌
大
観
』
に
拠
る
。

注
⑴　

福
井
久
蔵
『
諸
大
名
の
学
術
と
文
芸
の
研
究
』（
原
書
房
、
一
九
七
六
年
）。
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⑵　
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
二
〇
一
四
年
）「
講
師
」
の
項
参
照
。

⑶　

福
田
安
典
「
伊
達
家
の
歌
会
（
吉
村
・
村
倫
・
重
村
の
和
歌
）
―
日
本
文
学
科
所

蔵
資
料
か
ら
」『
国
文
目
白
』
第
六
十
号
、
二
〇
二
一
年
二
月　

参
照
。

⑷　
Ｊ
．
Ｆ
．
モ
リ
ス
『
近
世
武
士
の
「
公
」
と
「
私
」　

仙
台
藩
士
玉
蟲
十
蔵
の
キ
ャ

リ
ア
と
挫
折
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
九
年
、
二
十
六
頁
。

⑸　
「
秋
月
自
澄
江
」
の
先
行
歌
と
し
て
「
舟
つ
な
ぐ
か
げ
を
や
く
ま
と
白
波
の
よ
る

よ
る
月
は
に
ご
り
江
も
な
し
」（
碧
玉
集
・
巻
三
・
五
六
〇
・
下
冷
泉
政
為
）「
か
も

め
ゐ
る
入
江
の
水
の
こ
こ
ろ
を
や
そ
ら
行
く
月
も
友
と
す
む
ら
ん
」（
雪
玉
集
・
巻

三
・
秋
・
一
三
七
六
・
三
条
西
実
隆
）
が
あ
る
。

受　

贈　

雑　

誌
（
三
）

国
語
と
教
育	

長
崎
大
学
国
語
国
文
学
会

國
文
學	

関
西
大
学
国
文
学
会

国
文
学
研
究	

早
稲
田
大
学
国
文
学
会

国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要	

国
文
学
研
究
資
料
館

国
文
学
研
究
ノ
ー
ト	

神
戸
大
学
「
研
究
ノ
ー
ト
」
の
会

國
文
學
攷	

広
島
大
学
国
語
国
文
学
会

国
文
学
試
論	

大
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

國
文
學
論
叢	

龍
谷
大
學
國
文
學
會

国
文
白
百
合	

白
百
合
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会

国
文
鶴
見	

鶴
見
大
学
日
本
文
学
会

国
文
論
叢	

神
戸
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
会

古
事
記
學	

國
學
院
大
学
研
究
開
発
推
進
機
構
研

	

究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

語
文	

大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会

語
文	

日
本
大
学
国
文
学
会

語
文
研
究	

九
州
大
学
国
語
国
文
学
会

語
文
と
教
育	

鳴
門
教
育
大
学
国
語
教
育
学
会

語
文
論
叢	

千
葉
大
学
文
学
部
日
本
文
化
学
会

相
模
国
文	

相
模
女
子
大
学
国
文
研
究
会

「
作
家
特
殊
研
究
」
研
究
冊
子	

法
政
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科

	

日
本
文
学
専
攻


